
  

 

 

（お知らせ） 

                      ２９．５．１２ 

                        陸  幕  広  報  室 

 

国内における米空軍との実動訓練の概要について 

 

 

 陸上自衛隊は、以下のとおり国内における米空軍との実動訓練を実施しますので、

お知らせいたします。 

 

１ 目 的 

 米空軍が保有する輸送機への０３式中距離地対空誘導弾発射装置（以下「中Ｓ

ＡＭ」という。）の搭載訓練を実施し、日米共同による戦略機動の実効性を確認

するとともに、日米の相互運用性の向上を図る。 

 

２ 期間（基準） 

平成２９年５月１７日（水）、１８日（木）及び６月２日（金） 

 

３ 場 所 

  嘉手納空軍基地 

 

４ 担任官 

  第１５旅団長 陸将補 原田
は ら だ

 智
とも

総
ふさ

 

 

５ 訓練部隊等 

 (1) 陸上自衛隊（第１５高射特科連隊） 

   人員約２０名、中ＳＡＭ１基等 

 (2) 米軍（米空軍及び米陸軍） 

   人員約３０名、航空機１機、ペトリオット１基等 

 

６ 訓練の概要 

 (1) 航空機への搭載に必要な器材の測量、搭載手順の確認等の搭載準備 

 (2) 航空機への中ＳＡＭ器材の搭載訓練（器材の固縛を含む。） 

 

（問い合わせ先） 

 陸上幕僚監部広報室 木全、吉水(担当) 

           （０３－３２６８－３１１１ 内線４００８４） 


